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宇都宮市
①学校運営上の

課題
教職員の時間外勤

務の是正

・時間外在校等時間が８０時間
以上となっている教職員は月
平均で２３２名おり，教職員の
業務負担の軽減が課題となっ
ている。

・地域ボランティアによる学習支援活動
や登下校の見守り活動等を推進する。

・学校・家庭・地域それぞれの役
割を明確にして，業務分担の見
直しを図ることにより，教職員の
業務負担が軽減する。

・「教職員の勤務時間を意
識して，業務の効率化に
取り組んでいる」と回答し
た教職員の割合 76.8 ％ 78.0

宇都宮市
①学校運営上の

課題
社会に開かれた教
育課程への対応

・新型コロナウイルス感染症拡
大の影響を一部受け，「魅力あ
る学校づくり地域協議会」の取
組が減少しており，保護者及び
地域住民等と連携した地域とと
もにある学校づくりの推進が課
題となっている。

・学校においては，校長のリーダーシッ
プのもと，地域の教育力を生かした特色
のある教育活動を展開する。
・保護者や地域の声を学校評価に生か
し，学校経営の改善を図る。
・地域学校協働活動を担う「魅力ある学
校づくり地域協議会」，「宮っこステーショ
ン」などによる地域の教育力を活用した
活動を支援する。

・学校と家庭・地域・企業等の連
携・協力により，子どもたちを育
む「地域の教育力」の向上が図
られる。

・「学校は，家庭・地域・企
業等と連携・協力して，教
育活動や学校運営の充実
を図っている」と回答した
保護者，地域住民の割合 90.8 ％ 91.6

宇都宮市
②学校と地域の

課題
通学路等の地域安

全・地域防災

・児童生徒が登下校する通学
路等の安全確保について，教
職員の見回りなどの負担軽減
が課題となっている。

・安全確保のための地域ボランティアの
周知や学校との連携に関し，好事例を紹
介する。
・各小中学校区における，「魅力ある学
校づくり地域協議会」による人材バンク
の整備や学校支援ボランティアの登録
制度の活用を推進する。
・活動コーディネートの一層の推進のた
め，地域学校協働活動推進員の複数配
置を推進する。

・児童生徒の安全確保につい
て，地域の教育力を生かした活
発な活動により，教職員の業務
負担が軽減する。

・魅力ある学校づくり地域
協議会による学校教育支
援等活動回数（学校の授
業支援や登下校時の見守
りなどを含む。）

19,963 回 21000

宇都宮市
②学校と地域の

課題
学校支援ボランティ

アの確保・育成

・学校における働き方改革に資
する学校教育支援活動等の安
定的な実施のため，活動の担
い手となる人材の確保が課題
となっている。

・各小中学校区における「魅力ある学校
づくり地域協議会」による人材バンクの
整備や学校支援ボランティアの登録制
度の活用を推進する。
・学校支援ボランティアの周知や学校と
の連携に関し，好事例を紹介する。
・活動コーディネートの一層の推進のた
め，地域学校協働活動推進員の複数配
置を推進する。

学校教育支援活動等の学校の
働き方改革に資する活動の安定
的な実施により，教職員の負担
が軽減する。

・魅力ある学校づくり地域
協議会による学校教育支
援等活動回数（学校の授
業支援や登下校時の見守
りなどを含む。） 19,963 回 21000

宇都宮市
③学校と家庭の

課題
家庭等における学習

習慣の定着

・家庭の経済的事情等に左右
されず，誰もが学習できるととも
に学習の支援を受けられる環
境づくりが課題となっている。

・地域未来塾の開催支援を行い，令和５
年度中に市内２５市立中学校のうち１８
校での開催を目指す。
・積極的に活動する実施校区の事例を
全校で情報共有するなど，各実施校区
の開催支援に取り組む。

・学校・家庭・地域が互いに連
携・協働し，希望する生徒が学
習支援を受けられる環境が整
い，参加する活動者や生徒の数
が増加する。

・地域における学習支援
や体験活動等の教育活動
に参加する活動者数及び
児童生徒数 112,540 人 166,000

宇都宮市
③学校と家庭の

課題
放課後等における多

様な体験活動

・新型コロナウイルス感染症の
影響により，放課後等における
子どもたちの多様な体験活動
が減少しており，機会の確保が
課題となっている。

・活動の企画立案を担うコーディネー
ターが活用する「活動アドバイザーリス
ト」の充実を図る。
・放課後子ども教室に係る地域への事業
説明を行うなど，実施校数の増となるよ
う，未実施校へ重点的・直接的な働きか
けを図る。
・活動の全体調整を担うコーディネー
ターやボランティアなど地域の協力者が
連携して活動に関わることで，地域の
ネットワーク機能の充実を図る。

・活動の企画立案の支援などに
より，活動に係る担い手の負担
や不安が軽減する。
・子どもたちを地域社会の中で
心豊かに育む活動の機会が増
加に伴い，参加する活動者数や
児童数が増加する。

・地域における学習支援
や体験活動等の教育活動
に参加する活動者数及び
児童生徒数

112,540 人 166,000

●R5年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

令和５年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」
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